





















































































































































おいて有効であった。                       
　⑶　書く喜びを感じられるペア交流
　　①　下書きの前の交流
　短冊シートから下書きへ進む前に，児童が友達の語彙や表現に触れることで，自身の語彙量を増やすことをねらって
ペア交流の機会を設けた。お互いの短冊シートを読み合い，よいところやアドバイスを相手に伝えた。交流において，
言葉が視覚的に残るように，よいところはピンクの付箋を，アドバイスは黄色い付箋を使うことにした。図工など他教
科でもピンクの付箋を使っていたこともあり，児童は，ピンクの付箋には慣れていたが，今回初めて黄色い付箋を使っ
てみることにした。よいところを伝え合うだけでなく，自分の経験をもとに「自分だったら…」というアイディアを相
図６　防災公園で書いたＤ児の探検シート図５　自然の家で書いたＣ児の探検シート
図７　短冊シートに書く事柄
図８　下書きのワークシート
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手に伝えることにも挑戦させることにした。低学年の発達段階
を考え，よいところは必ず伝えることとし，アドバイスは思い
ついた場合に書くことにした。付箋をもらう側は，アドバイス
に納得したら取り入れることにした。ペアを変えて２回交流し
た。
　黄色い付箋をもらって自分の表現を変化させた児童は３名い
た。その中のＥ児は，「石をけったよ　コロコロ　ロボットみ
たいで　おもしろいよ」を「石をけったよ　コロコロコロ　ロ
ボットみたいで　おもしろいよ」に変えた。
　友達の短冊シートを読んで表現に触れることで，自分の表現を見つめ直したり，語彙の拡充をすることができたと言
えるのではないだろうか。
　ペア交流で友達に認めてもらうことで，児童は，自信をもって下書きをすることができた。これは，詩の下書きの振
り返り結果（表１）に見るように，児童全員が全項目に対して肯定的評価をしたことに表れている。
　
　　②　詩集完成後の交流
　完成した詩集を読み合い，よいところをメッセージカードで伝え
合わせた。下書きの前の交流では，読めなかった友達の詩を読むこ
とができるため，児童は興味・関心をもってページをめくっていた。
学級内の３人班の友達には，必ずメッセージカードを贈ることにし
たため，どの児童もカードをもらうことができた。
　児童は，友達から認められる経験を繰り返し積むことで，体験し
たことを「詩に書くことって楽しいな。」，「見付けた言葉を上手に
使うことができるようになって嬉しい。」と感想を述べ，満足感を
得ていた。語彙が豊かになり，表現する方法を知ることで，「これ
からももっと書きたい。」という意欲をもたせることができたと考
える。図９は，Ｃ児が図５の探検シートをもとに書いた詩であり，
図10は，Ｄ児が図６の探検シートをもとに書いた詩である。どの児
童も単元目標を達成した詩を書くことができている。また，日常的
に詩を読んでいたことで，図11の「家ぞくみたいに大中小」のよう
に擬人化する児童も認められた。
6　研究のまとめと今後の課題
　本実践を通して３つの成果と１つの課題が明らかになった。
　成果の１つ目は，視点を示した探検シートを使ったことで，生活科の活動が充実したことである。児童は，「学級詩
集を作りたい」という目的意識をもって探検したため，できごとを敏感に感じ取ることができた。春探検や夏探検のよ
うに視点を示した探検シートを使わなかった時よりも，秋探検の方が見付けた物の様子をよく観察し，耳を澄ませて音
を聞くなどして，語彙量を増やすことができた。Ｄ児の「どんぐりころがしてころころころ」のように，児童自身が，
周りの環境に主体的に働き掛けることができている。その結果として，児童の体験での気付きの質が高まり，いきいき
とした表現の詩を作ることができたと考える。
表１　詩の下書きの振り返り結果
振り返り項目 20名中○をつけた人数
①　友達によいところを伝えた
20名
（100％）
②　音やようすをあらわすこと
ばをつかった
20名
（100％）
②　お気に入りの詩ができた
20名
（100％）
【メッセージ内容】・「おちばが後をついてきた」ってところがおもしろいね。・「ふわふわしてて　モカちゃんみた
いだよ」のところがよくわかるよ。すすきはひつじのモカちゃんみたいだったんだね。・サルノコシカケがおやこみ
たいってかわいいね。・はっぱのふとんはがさがさしていて楽しそうだね。わたしも入ってみたいな。・「どんぐり
ころころ」と「すすきがさらさら」はわたしも書いたよ。いっしょだね。・おちばはかさかさしていたね。ぼくは，
さらさらって書いたよ。でもかさかさもいいね。・ゆきのつうろを歩いた音のシャキシャキって野菜をかんだみだい
だね。
図９　Ｃ児の詩
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　成果の２つ目は，短冊シートを使ったことで，書く意欲を持続させ
ながら必要な事柄を選んで表現することができたことである。探検
シートから一気に下書きを書くよりも短冊シートを書くというスモー
ルステップで進めたことで，どの児童も安心して活動することができ
た。「したこと・かんじたこと」「見つけたもの・こと・ようす」
「音」という詩作に必要な事柄をもらさずに，詩の骨格を作ることに
も役立った。また音読した時の言葉のリズムによって１連と２連を入
れ替えたい場合に，短冊シートならば児童は書き直すという手間なく
容易に入れ替えることが可能である。連の入れ替えのように視覚的に
言葉の操作ができるため，児童の「もっと書きたい。」という意欲を
持続させることにつながった。
　成果の３つ目は，書く喜びを感じる交流をすることで，次の表現活
動への意欲づけにつながったことである。短冊シートから下書きに進
む前に，児童が友達の語彙や表現に触れることで，自身の語彙量を増
やしたり自分の表現を見つめ直したりすることができた。
　交流において付箋を使うことで言葉が視覚的に残り，児童は，どの
表現について褒められたのかを確認できている。友達から認められる
ことで，表1に見るように，どの児童も自信をもってお気に入りの詩
を作ることができたのではないだろうか。また詩集完成後は詩を読み
合い，よいところをメッセージカードで伝え合った。付箋と同様に
メッセージカードを活用することで，友達の言葉を視覚的に残すこと
ができた。このように児童は，友達から認められる経験を繰り返し積
むことで，「体験したことを表現することは楽しいな」「また書いてみ
たいな」と次の体験や表現活動への意欲を高めることができていたと
考える。
　今回の実践では，国語科で語彙を豊かにする指導をより系統的に行
うことが課題として残った。次期学習指導要領においても語彙力の育
成が重要視されている。今後も国語科を中心に，生活科のみならず，
総合的な学習の時間とも有機的な関連を図りながら，語彙を豊かにす
る指導の在り方を継続して研究していきたい。
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図11　Ｆ児の詩
